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「複数の会社等に雇用されている労働者」の取扱い

　１つの勤務先での心理的負荷を評価しても労災認定できない場合は、すべての勤務先の

業務による心理的負荷を総合的に評価して労災認定できるかどうかを判断します。

　業務以外の心理的負荷により発病して治療が必要な状態にある精神障害が悪化した場合

は、悪化する前に業務による心理的負荷があっても、直ちにそれが悪化の原因であるとは

判断できません。ただし、別表1の「特別な出来事」に該当する出来事があり、その後お

おむね6か月以内に精神障害が自然経過を超えて著しく悪化したと医学的に認められる場

合に限り、その「特別な出来事」による心理的負荷が悪化の原因と推認し、原則として、

悪化した部分については労災補償の対象となります。
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新潟市中央区美咲町１−２−１　新潟美咲合同庁舎２号館

大阪市中央区大手前４−１−６７　大阪合同庁舎第２号館

熊本市西区春日２−１０−１　熊本地方合同庁舎

名古屋市中区栄２－３－１ 名古屋広小路ビルヂング

大津市打出浜１４－１５ 滋賀労働総合庁舎

052(855)2147

ＴＢＭ長崎ビル

鹿児島市東千石町１４－１０　天文館大樹生命南国テレホンビル

那覇市おもろまち２ー１ー１　那覇第２地方合同庁舎１号館

奈良市法蓮町１６３−１　新大宮愛正寺ビル３階

高知市南金田１ー３９　高知労働総合庁舎
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